
（別紙３）

～ ２０２５年　１月　２２日

（対象者数） ３２家庭（園児数３３名） （回答者数） ３２（回収率　１００％）

～ ２０２５年　１月　２２日

（対象者数） ２２名 （回答者数） ２２名（回収率　１００％）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 引き続き、子どもに合った楽しめる活動を考えていく。

2
引き続き、保護者の方と些細な事でも話ができるような関係

づくりをしていく。

3
引き続き、必要に応じて全職員で研修を行なったり、日々の

連絡調整を行なったりしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
園として大切にしているねらい・目的を保護者に伝えつつ、

実際のやり方（内容や回数など）について検討していく。

2

3

○事業所名 　　　社会福祉法人一麦会　児童発達支援センターこじか園

○保護者評価実施期間 ２０２５年　１月　１５日

○保護者評価有効回答数

２０２５年　１月　１５日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 ２０２５年　１月　３１日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者との連携

（「強み」である一方で、）「療育」の役割として、保護者と

共通理解するためにも必要だと考えて実施している親子保育や

保護者学習会などは、参加が難しい保護者が増えてきている。

また、保護者同士のつながり作りとしても大切だと考える親の

会の活動も、参加できる方が限定的になりやすく負担に感じて

いる保護者が増えてきている。

子どもが楽しく通ってきている

こじか園が大事にしている幼児期の子どもが経験する「普通の

保育」「あたりまえの生活」という考えの中で毎日の保育を考

え、四季折々の「ほんもの体験」や農園活動、クッキングや年

長児親子の水泳指導なども行なっている。

子どもの発達状況にあった関わりをするようにしている。

保護者との連携

毎日の連絡ノートや親子保育、個人懇談や発達相談、グループ

懇談などで子どもの様子を伝え、保護者と共通理解できるよう

にしている。

職員集団

職員会議を月１回、全職員で行なっている。また、毎日のこと

などで必要なことについては、その都度、職種を超えて伝えあ

い、共通認識できるように努めている。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

　児童発達支援センターこじか園 公表日 ２０２５年　　３月　　１日

利用児童数 　　　３３名（家庭数：３２家庭） 回収数 ３２（回収率100％）

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 30 2 0 0

・できうる限り確保されていると思う。

・各クラスの部屋もあり、プレイルームもあ

り、子どもにはすばらしい場所だ。

・広い園庭、プレイルームでのびのび活動でき

ていると思う。

・室内や園庭が広く、のびのびとできていると

思う。

・園庭が広く、いっぱい体を動かすことができ

る。

・園庭が広く、各教室も人数にあった広さだと

思う。

・狭くて活動できないなどの活動の制限はな

く、活動することができている。

・各グループの部屋が、親子保育などで親も入

ると狭く感じる。

・机を並べると狭いと感じることがある。（親

子保育で）

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 26 4 0 2 0

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

30 1 0 1

・子どもがここで何をしたらいいのか分かりや

すく部屋などを工夫されている。

・子どもも何をする部屋か理解できている。

・何をするのか、何をすべき場所かわかりやす

いと思う。

・子ども達にとってわかりやすい空間になって

いる。

・自分のマークがあって、それぞれわかりやす

くされていると思う。

・段差も少なく子どもには安全だと思う。

・段差がなく、子ども用のトイレやイス・机な

どがあったり、危険な物を置いていない。何を

する部屋なのかわかりやすい配置になってい

る。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
30 2 0 0

・子ども達が過ごしやすい空間になっていると

思う。

・いつも清潔できれいにしてくれている。定期

的に換気もしてくれている。

・いつ行っても清潔に保たれている。

・とてもきれいにしてくれている。

・清潔に保たれていると思う。

・毎日降園後掃除されていて、水回りや部屋な

どもきれい。

・手洗いのタオルもたくさん用意されている。

・用途によって教室がわけられていると思う。

・床のホコリ・ゴミが多い。

・冬場はとても寒い。

・子どものトイレが寒く、冬は特に便座が冷た

いので嫌がっている。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

・各グループの部屋は子どもの人数に合

わせた設置基準の広さになっているた

め、親子保育の時は狭くなることがある

と思います。

その場合は多目的室やプレイルームを使

用したり、２部屋に分けるようにしてい

ます。

・今後も引き続き、子ども達の活動内容

や人数に合わせて十分なスペースがとれ

るよう、職員で考えていきます。

・国の配置基準は子ども４人に対して職

員１人ですが、園では通常、原則子ども

３人に対して職員１人としています。た

だし、保育内容によっては子ども２人に

対して職員１人にすることもあります。

反対に、子どもの状態により、お友だち

関係を広げていくためや子ども自身が主

体的に活動できるようにしていくため

に、意図的に職員の人数を減らすことも

あります。

・園としては子どもの安全と発達的視点

を考えた上で職員体制をとっています。

・親子保育の時は保護者の方が一緒なの

で、通常の保育の時よりも職員の数を減

らし、親子でしっかり関わってもらえる

ような職員体制をとっています。

・園としては子どもたちが過ごす環境は

シンプルでわかりやすく、清潔さを保つ

ことを心掛けています。これからも今以

上に清潔さを保てるよう心掛けていきま

す。

・感染予防、掃除や消毒はコロナ禍以降

も引き続き徹底しています。

・各部屋や廊下に冷暖房がついています

が、定期的な換気、廊下については建物

の構造上、温まりにくいのかもしれませ

ん。

・子どものトイレにも暖房がついてお

り、便座も数年前に温便座に改修してい

ます。建物の構造上、トイレ内は温まり

にくいのかもしれません。

・親子保育の時に園舎のことで気づくこ

とがありましたら、いつでも職員にお伝

えください。

環

境

・

体

制

整

備

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
31 0 0 1

・子どもに合わせて支援してくれていると思

う。（複数）

・子ども一人一人を理解してくれ、その子に

あった支援をしてくれている。

・理解してもらっていると感じる。

・一人一人に向き合い保育をしてくれる。

・丁寧に子どもと関わってくださっている。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
28 0 0 4

・合っていると思う。（複数）

・じっくり、たっぷり、ゆっくり、ていねい

に、子ども達を支援してくださっているように

感じている。

・丁寧な保育であったり、ほんもの体験ができ

たりと、提供する支援内容と合っている。

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思

いますか。

31 0 0 1

・子どもたちに必要とされる支援をしっかり提

案してくれる。

・いつも細かいところまで見てくれている。

・子どもに合った計画を立ててくれ、保護者の

意見も取り入れてくれている。

・支援計画の内容からも子どものことを理解し

てくださっているのが分かる・伝わる。

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支援

内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的

な支援内容が設定されていると思いますか。

31 0 0 1

・しっかりされていると思う。

・設定されていると思う。

・具体的に設定されている。

・色々な声かけをしていただいたりして支援し

ていると思う。

・子どものことを理解してくださっていて、適

切な支援内容を設定してくださっている。

・ガイドラインを見たことがないので何とも言

えないが、適切に支援内容が行なわれていると

思う。

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 31 0 0 1

・子どものことをよく見て支援してくれている

と思う。

・いつもしてくれていると思う。

・子どもの発達に合わせて適切な支援をしてく

れている。

・支援計画に沿って工夫して支援してくれてい

る。

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
28 0 0 4

・いろんな活動をしてくださっていると思う。

（複数）

・いろいろな経験をさせてもらっている。

・たくさん行事があり、子どものさんぽコース

も色々あり、飽きない工夫をしてくださってい

る。

・散歩や製作、リズムなど、日々活動内容を変

えてくれていて、一人ひとりが楽しめるように

関わってくださっている。

・色々な行事や活動をしてくださって嬉しい。

・工夫してくださっているので、親子保育でも

楽しむことができている。

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと

活動する機会がありますか。
16 6 6 4

・地域の幼稚園との交流が今年はあってよかっ

た。

・地域の幼稚園との交流があった。

・山口文化祭で交流している。

・山口文化祭の話を聞いたのみだが、交流があ

りありがたいと思う。

・山口文化祭のリハーサルなどでは他の子ども

と活動する機会があるが、それ以外ではない。

・年長になれば増えてくると思う。

・今年はなかったと思う。（年長以外）

・今のところ、交流は聞いていない。

・他の子ども達との交流はありません。

・交流する機会がないように思う。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
31 0 0 1

・あった。

・丁寧に説明してくれている。

・見学時、入園前の説明会、入園後と何度も丁

寧に説明してくださっている。

・よく覚えていない。

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。 31 0 0 1

・説明をうけた。

・毎回してくださる。

・いつもしてくれている。

・いつもわかりやすく説明してくれる。

・個別に支援計画について説明してくれた。

・とても丁寧に説明をしてくれる。

・家庭訪問や個人懇談の際に、計画書を示しな

がら支援内容の説明があった。

・家庭訪問や個人懇談で説明していま

す。

保

護

者

へ

の

説

明

等

適

切

な

支

援

の

提

供

・こじか園が大事にしている幼児期の子

どもが経験する「普通の保育」「あたり

まえの生活」という考えの中で、毎日の

保育を考えています。四季折々の「ほん

もの体験」や農園活動、クッキングや年

長児親子の水泳指導などを行っていま

す。

・同じ活動でも積み重ねていくことで子

どもたちは広がっていきます。

・これからもいろいろな経験ができるよ

うな楽しい活動を考えていきます。

・山口地区の文化祭で年長児が舞台出演

をしました。そのリハーサルに行った時

に山口幼稚園の子ども達が見に来てくだ

さり、その後、一緒に踊ったりかけっこ

をしたりして少し交流ができました。

・今後も子どもたちに合わせて考えてい

きます。

・新年度が始まって保護者総会で説明す

るようにしています。欠席された方には

個別に時間をとって説明しています。説

明がわからなかったり、気になることや

質問があれば、いつでも職員にお声掛け

ください。時間をとってご説明させてい

ただきます。



14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

29 1 1 1

・保護者学習会を開いてくださっている。（複

数）

・定期的に学習会が行われている。

・学習会が定期的にあるので勉強できている。

・毎月学習会があり、情報提供の機会がある。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
32 0 0 0

・連絡ノートで子どもの日々の状況を伝えたり

教えたりしてくださる。（複数）

・毎日の連絡ノートでも記入してくれている

し、何かあれば口頭で伝えてくれる。

・ノートで日々の様子をやり取りして子どもの

様子を共有できていると思う。

・質問にすぐ答えてくれるし、病院の事、家で

のこと、たくさん聞いてわかっていてくれる。

・連絡ノートなどで共通理解できていると思

う。

・毎日連絡帳を通して情報共有しており、共通

理解できていると思う。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 32 0 0 0

・個人懇談などで先生方とお話でき、助言をい

ただいている。

・発達相談等してくださっている。

・発達相談や個人での面談を定期的に取り入

れ、話を聞いてくれる。

・発達相談や個人懇談等でアドバイスしていた

だいている。

・面談や発達相談、親子保育時などで相談に

のっていただいたりアドバイスをいただいたり

している。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 29 1 0 2

・何か子どもができたりすると一緒に喜んでく

ださる。

・とても支援されていると思う。

・やさしい。話を聞いて理解してくれる。一緒

に考えてくれる。

・話を聞いてくださり、肯定的に受け止めてく

れている。

・共感的でないこともある。園長先生が不在の

ため、どこに相談しようか迷っている。

・共感的かはわからないが、とても丁寧に子ど

もの相手をしてくれていると思う。

・子どもの気持ちによりそって支援してくれて

いる。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

29 2 0 1

・保護者同士の交流の機会がたくさんある。

・週１回の親子保育等、保護者同士の交流が多

いと思う。意見交換の場としてもとても良い事

だと思う。

・学習会や交流会などを通して他の保護者と交

流できていると思う。

・勉強会や親子保育の時などに交流できてい

る。

・交流ができ、友だちができた。

・運動会できょうだいも一緒に参加できた。

・親子保育は多くても月に１回程度が望まし

い。

・親の会の活動は、どうしても参加できる人の

負担が大きくなるなとは思う。

・きょうだい保育を利用しており、きょうだい

保育を利用している子どもさんとは関わる機会

がある。

・もう少しきょうだいも参加できるようなイベ

ントがあってもいいかなと思う。

・園としては保護者にとって保護者学習

会は大切なことと考えています。原則月

１回、計画を立てて年度始めに年間予定

で日程をお知らせしていますが、出席さ

れる保護者が少ない月もあります。それ

ぞれのご家庭の事情やお仕事をされてい

る保護者の方もいらっしゃいますので仕

方がないとは思いますが、できるだけ参

加していただきたいと思います。

・子どもの理解や、子育てを楽しめるこ

とにつながるような学習内容を、これか

らも考えていきます。

・保護者の方々には迅速に子どもさんの

ことを伝えていきたいと考えています。

毎日の連絡ノートや必要に応じた電話連

絡をこれからもしていきます。

・職員が気づいていないことがありまし

たら知らせていただき、明日からの保育

につなげていきたいと思っています。保

護者の方々としっかり共通理解ができた

らと考えています。

・年間で、個人では家庭訪問（１回）・

個人懇談（２回）・発達相談（２回）

を、集団ではグループ懇談（２回)、進路

に関する交流会（年長児のみ２回）など

を行っています。

・それ以外にも、連絡ノートを見せてい

ただいたり、電話で話を聞かせていただ

いたり、セルフプランの聴き取りの時に

子どもさんのことや保護者の方が困って

いることなどを聞かせていただいていま

す。

・定期的な相談以外でも、保護者の方が

心配なことなどがあればいつでも相談し

てください。一緒に考えていきたいと

思っています。

・子どもを中心に保護者の方と共通理解

しながら進んでいきたいと考えていま

す。ただし、園として必要と考えること

をお伝えさせていただいたり、「集団生

活だからこそ」ということもあったりす

るので、保護者の方にとっては時に「共

感的でない」と感じられることがあるの

かもしれません。そういった場合も話し

合いながら進んでいければと考えます。

・ご相談等あれば、気軽に職員にお声掛

けください。

・保護者の方々、お忙しい中、子ども達

の為・園の為に「こじか親の会」で役

員・委員会・係に分かれて活動してくだ

さり、誠にありがとうございます。活動

を通して、作業しながら雑談したり他の

保護者に相談したりなど、グループの枠

を超えた交流の場になればと考えていま

す。

・負担になったり無理がないよう、親の

会活動の内容や集まる頻度などを検討し

ながら、保護者間のつながりができるよ

うに考えています。

・現在はきょうだいに対して何かを企画

するということはしていませんが、きょ

うだい保育を利用している方（夏休みな

どの幼稚園児・小学生含む）同士はいっ

しょに遊ぶ機会になっています。今後、

検討していきたいと思います。

保

護

者

へ

の

説

明

等



19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

29 2 0 0

・面談や交流会、連絡帳など、相談する機会・

ツールがたくさんあり、また相談時は迅速かつ

丁寧に対応してくださっている。

・相談事などを連絡ノートに書いたらその都度

返答していただいたり、時には電話でも丁寧に

対応していただいている。

・相談があれば時間をとって聞いてくださる。

・何かあれば相談の話もすぐ受け入れてくれ対

応してくれる。

・きちんと対応してくれている。

・どの先生に話しても全て知ってくれている。

・放置されることもある。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
32 0 0 0

・いつでも配慮してくれている。

・毎日の連絡帳でやりとりができている。

・連絡ノートや連絡メール等、配慮してくだ

さっている。

・ノートを通してできていると思う。

・連絡帳などたくさん機会やツールがある。

・親子保育の時などに、最近あった事などを話

してくれたりする。

・どの先生に話しても全て知ってくれている。

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

24 0 1 7

・園だよりに子どもたちの様子や予定が書いて

あり、毎月楽しみにしている。

・園だよりで予定や子ども達の様子を載せてく

れている。

・定期的にお手紙を配布し、情報提供してくれ

ている。

・ホームページ等見たことがない。

・見たことがないのでわからない。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 31 1 0 0

・取扱いに注意してくれていると思う。

・とても厳重にされている。

・十分に注意してくれている。

・何かあれば毎回確認をとってくださる。

・情報が漏れないよう配慮してくれている。

・何も知らないはずの保護者が自分の情報を

知っていた時は不信感があった。

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

32 0 0 0

・されていると思う。

・説明してくださった。

・親子保育時に火災を想定した避難訓練が行わ

れている。

・定期的に訓練が行われ、安心している。

・災害対応マニュアルを見たことがある。訓練

も、親子保育の時にあった。

・マニュアルを毎年度はじめに配布、説明して

くれている。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
32 0 0 0

・避難訓練等してくださっている。

・定期的な避難訓練が行なわれている。

・毎月行ってくれている。親子保育でも実施し

てくれている。（複数）

・個人で防災リュックを用意したり、避難訓練

もあったりする。

・防災バッグの点検が定期的に行われている。

（２人）

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
30 0 0 2

・職員の配置も適切であり、環境も危険なとこ

ろはなく、安全の確保が十分に行われている。

・確認をとってくれた上でなされていると思

う。

・説明していただき、実施した場合も説明をい

ただいた。

・きちんとしてくれている。

・安全面については十分に配慮されていると思

う。

・先生方だけで子どもがいなくなった時を想定

しての訓練をしていると聞いた。

・カギが簡単に開けられるので少し心配。

・４月に発行する年間予定表と毎月発行

する園だよりで行事予定などはお伝えし

ています。また、親子保育の予定や一つ

一つの行事などについては、その都度、

細かく内容を書いたお手紙を配布してい

ます。

・ホームページやSNS等の不特定多数の

人が見るものについては、園として、個

人情報を守るため、慎重に考えていま

す。

・自己評価の結果は、毎年法人のホーム

ページで掲載しています。（一年間掲載

されています）

・個人情報の取り扱いには全職員十分気

をつけるようにしています。これからも

十分気をつけていきます。

・個人情報の取扱いについて疑問を感じ

られたときは、速やかに園へお申し出く

ださい。

・４月の保護者総会で説明しています。

・訓練は月に１回行なっています。

・マニュアルを確認したい保護者の方は

職員にお声掛けください。

・避難訓練の予定は、４月にお渡しする

年間予定と毎月配布している園だよりに

記載しています。

・訓練の内容には、地震や火災、風水

害、不審者侵入があり、園児と職員で月

１回行なっています。親子保育で山口小

学校まで避難訓練することもあります

（年１回）。また、職員で園児捜索訓練

を行っています。

・子どもの安全には最大限注意を払って

います。職員が月に１回園舎内および園

舎外の安全点検を行なったり、必要なこ

とは随時報告したりし、迅速に対応する

ようにしています。また、親の会の安全

対策委員会にも定期的に点検してもら

い、職員とは違う目から確認してもらっ

ています。今後も引き続き、安全確認を

しながら進めていきます。

・園に来られた際にお気づきの点がござ

いましたら、職員にお声掛けください。
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・保護者の方々からの相談や申し入れに

ついては、なるべく迅速かつ適切に対応

するように心掛けています。対応できて

いない相談につきましては、今後そのよ

うなことがないよう心掛けます。



26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
31 0 0 1

・説明してくださる。

・連絡くださっている。

・小さな傷１つでも必ず連絡をいただけて、わ

かりやすく説明してくれる。

・毎回、すり傷などの怪我もその日の帰りに状

況を説明してくれ、報告してくれている。

・発生時には必ず連絡してくれ、細かく説明し

てくれる。

・電話やノートで連絡をいただいている。

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。 31 0 0 1

・一人で行くので安心できる場所になっている

と思う。

・花まるをつけたいぐらいです。

・先生に甘えられるようになったので、安心し

て通っていると思う。

・先生方を信用しているし、私も息子も安心し

て通所できている。

・安心して通っている。先生方を信頼してい

る。

・怖がったりすることなく、毎日楽しく過ご

し、先生たちとの信頼関係も築けている。

・子どもは安心感をもって通所しているかわか

ならいが、嫌がらずに行ってくれる。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 29 2 0 1

・通園を楽しみにしている。

・毎日の通所を楽しみにしている。（複数）

・先生・お友だちに会えるのを楽しみに通所し

ている。

・楽しみにしていると思う。（「明日はこじか

ある？」と聞いてきたりするので）

・花まるをつけたいぐらいです。

・毎日機嫌よく通所している。

・毎日楽しみにしている。バスに乗るのが嬉し

いそうだ。

・毎日「楽しかった」「こじか園に帰る！」と

言われている。

・毎日登園は嫌がることが多いが、楽しく過ご

せている。

29 事業所の支援に満足していますか。 31 1 0 0

・とてもよくして下さり、満足しています。

・丁寧に対応してくださり、満足している。

・先生方は本当に大変だと思うが、親からする

ととても有難く、大変満足しています。

・とても満足している。（複数）

・満足している。（複数）

・概ね満足している。

・満足しているが、働いている保護者には大変

なことが多いだろうなと思う。

・共働き家庭にはあまりそぐわない所もある。

・子どもの発達状況や障害特性などか

ら、朝の行き渋りや親との分離不安が

あったりする場合があると考えます。そ

のような場合も、園生活を安心して楽し

く過ごしてもらえるよう、一緒に考えて

いきたいと思います。

・子どもの発達状況や障害特性などか

ら、朝の行き渋りや親との分離不安が

あったりする場合があると考えます。そ

のような場合も、園生活を安心して楽し

く過ごしてもらえるよう、一緒に考えて

いきたいと思います。

これからも児童発達支援センターに求め

られる役割を踏まえ、保育内容や行事予

定、保護者支援の場などについて、検討

しながらやっていきたいと思います。
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（別紙５）

児童発達支援センターこじか園 公表日 　　２０２５年　　３月　　１日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 20 0

・２～３歳児のグループは１３名と人数が多い

が、２歳児は食事や昼寝を別に行うなど、生活リ

ズムや活動に応じて部屋を使い分けて工夫してい

る。

・２～３歳児は１３名と、１つの保育室で活動す

ることが難しいことがあり、プレイルームを使う

など、工夫はしている。

・場合によって部屋をかえたり、工夫している。

・５歳児が多くなると、年によって数が不安定に

なる可能性があるので、なるべく３・４・５歳児

が１０名ぐらいになるように調整している。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である

か。
20 1

・国基準の４対１ではなく、３対１になるように

配置している。

・概ね人員配置できているが、急な休みなどが

あった場合はグループ間で調整している。

自由時間に広がると、子どもの位置把握ができて

いない。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

21 0

・それぞれのマークを色々な所にはり、分かりや

すくなっている。

・必要なものだけを出すようにし、情報量の整理

を行なっている。

・同じ部屋で違う活動をすることもあるが、具体

物を用いて視覚的に情報伝達している。

・園庭は階段をのぼらないといけないが、時間に

応じて中庭と園庭を使い分けてわかりやすいデイ

リーを考えている。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
22 0

・毎日掃除している。

・使用後は掃除する、消毒するなど、毎日清潔に

過ごせるよう都度行なっている。

・ひとりひとりのロッカーがあり、荷物を仕分け

しやすいように考えている。活動内容によって、

プレイルームを使ったりしている。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか 。
20 0

・集団の中に入りにくい場合や、集団の中で不安

定になるなどした場合、集団から離れた場所や別

室に移動し、職員と個別に静かに過ごせるよう対

応するなどしている。

・発熱の場合は医務室、気持ちが落ち着かない子

どもがいれば園長室など、子どものその時の状態

に応じた環境を考えている。

・無理強いしないようにし、クールダウンする。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。
21 0

・毎日話し合い、共有している。

・各行事や部会・委員会でふり返りをしながら次

年度に業務改善していくようにしている。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
20 0

・保護者からの評価に対して、改善が必要な部分

に対しては改善策を話し合い、業務改善してい

る。

・日々の連絡ノートからも意見をいただき、さら

に評価表からの意見も参考に、改善できるように

考えている。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 
20 0

・月１回の職員会議の中で、業務の中でのふり返

りと意見を出せる機会を設けている。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
16 2

・第三者による外部評価を行っていないが、運営

指導を受け、指摘された部分は改善に努めてい

る。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
21 0

・定期的に全職員が参加している。

・職員研修はおおむね月１回（法人研修も含む）

あり、全職員が学べる機会を設けている。

・定期的に園内研修を行なっている。全国障害者

問題研究会や和歌山県障害児保育運動連絡会の外

部研修、法人研修など、研修を受ける機会は確保

されている。

事業所名

環

境

・

体

制

整

備

業

務

改

善

事業所における自己評価結果公表



11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 21 0
・ホームページに公開している。

・細かくまとめて作られている。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成

しているか。

21 0

・子どもの様子や今の状況を話し合い、保護者の

意向も交えながら作成している。

・支援が必要な点を話し合い、作成している。

・所属グループで検討した上で、個別支援検討会

議を複数で行ない、支援計画の見直しをしながら

作成している。

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ

でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最

善の利益を考慮した検討が行われているか。 

21 0

・グループで検討した上で、グループリーダーや

園長など複数の職員で話し合って作成している。

・関わる職員同士で気になる点を出し合い、検討

している。

・所属グループで検討した上で、個別支援検討会

議を複数で行ない、支援計画の見直しをしながら

作成している。

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ

ているか。 
21 0

・閲覧用のファイルを作成し、いつでも確認でき

るようにしている。グループ間で共有してもら

い、必要に応じて目標や関わり方などを個々に伝

えている。

・支援計画から、所属グループで、日々の中でど

う対応していくか考え、活動を組んでいる。

・職員同士で確認している。

・会議や申し送り等で共有されている。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

20 0

・子どもの様子を見ながら個々に支援している。

・毎日の反省で振り返りや子どもの様子を話し

合っている。

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支

援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか。

21 0

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 21 0
・グループ会議で毎月の活動計画を立てている。

・会議を行ない、全員で考えている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 21 0

・検討しながら考えている。

・季節や発達に応じたあそびなどを取り入れなが

ら工夫している。

・前回の活動プログラムを参考に、今の子どもの

状況を複数で意見交換しながら新しい活動プログ

ラムを作っている。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児

童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。
21 0

・日頃から、見守り、計画している。

・個人の課題、集団での課題、それぞれ項目を設

けて確認している。

・個別活動は行なっていないが、必要に応じて個

別に関わっており、個別の配慮が必要な場合は対

応している。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

21 0
・リーダーが計画し、共有している。

・毎朝打ち合わせをしている。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
21 0

・毎日反省を行ない、その内容を共有している。

・話し合い、改善点等出し合っている。

・送迎等、日によって反省の場にいない職員がい

れば、後日や時間をずらして振り返りができるよ

うにしている。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
21 0 ・個々のその日の様子を記録している。

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行っているか。
21 0

・２～４歳児は６ヶ月に１回、５歳児は４ヶ月に

１回、モニタリングしている。

・職員間で変化がないか話し合う。

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
19 0

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
21 0

・色々な繋がりを大切にしている。

・就学時は学校と、医療機関での発達外来では保

護者の希望があれば、園での発達診断と保育の様

子を伝えている。

・医療受診時には園内の様子を紙面にて伝えた

り、就学時には教育機関と連携しながら就学支援

を行なったりしている。
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26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の

観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図っているか。

18 1

・しっかり保護者によりそい、思いを聞きなが

ら、共に決めていく。

・進路アンケートを実施し、必要に応じて保育園

見学に同行したり、引継ぎを行なうなどをしてい

る。

・併行利用は基本的に実施していないが、子ども

にとってどうかを考え、保育所等への転園を勧め

ることがある。また、保護者から希望があれば、

関係機関に連絡し、転園することがある。その際

は引き継ぎもしっかり行なっている。

現段階では併行利用への移行のケースはありませ

ん。

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
19 0 ・学校へ訪問へ行ったりしている。

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携

を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け

たり、職員を外部研修に参加させているか。
17 0 ・様々な研修に参加し、職員間で深めている。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極

的に参加しているか。
18 0

・参加している。

・園長が参加している。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー

パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど

もと活動する機会があるか。
19 3

・地域小学校の文化祭への参加や幼稚園児との交

流をおこなった。（１回）

・地域の文化祭や行事に参加させてもらってい

る。（複数）

・地域の山口小学校では、幼稚園との交流や地域

でのさつまいもの苗植えや収穫を行なったり、文

化祭への参加を行なっている。

山口文化祭で年長が舞台出演し、少し交流ができ

ました。今後も子どもたちに合わせて考えていき

ます。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
21 0

・相談できる場を作り、共有している。

・連絡ノートは毎日交換し、休み中の過ごし方や

子どもの園での様子等、伝え合えている。

・連絡ノートや対面、電話で子どもの様子を伝え

ている。

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。

21 0

・親子で参加する親子保育や保護者向けの学習会

を行なっている。

・保護者学習会や親子保育、親だけ集めての交流

会などを開いている。

・保護者へ学習会を行なっている。

・保護者学習会を毎月実施している。（複数）

園としては学習会を企画し、月１回開催している

が、お仕事や家庭の事情などで欠席となる方が多

い。毎年、内容などを検討しているが、今後も引

き続き検討していく必要性があると感じます。

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
20 0

・しっかり行なっている。

・毎年、年度はじめに説明している。

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家

族の意向を確認する機会を設けているか 。

20 0

・個人懇談で必ず確認している。

・家族から意見や情報を聞きとり、それをもとに

作成している。

・親の意向を聞き、保護者に直接記入してもらっ

ている。

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者

から児童発達支援計画の同意を得ているか。
21 0

・個人懇談にて実施している。

・丁寧に説明し、納得していただけるようにして

いる。

・「同意しました」という確認をし、署名をして

もらっている。

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。
21 0

・個人懇談、発達相談、グループ懇談、面談な

ど、定期的に話をする機会を設定している。

・親子保育の時に悩みを聞いたりしている。

・個人懇談年２回、親からの希望があれば随時、

面談を行なっている。

・連絡ノートからくみとったり、個人懇談や学習

会などの交流の中で対応したり、必要に応じて個

別対応をしたりしている。
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39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。

21 0

・親の会の活動に職員も参加したり、共に行いな

がら交流の場として支援している。

・保護者のみで交流する場や話し合いをする時間

がある。

・きょうだいの交流の場は設けられていないが、

保護者会には職員が入り、必要な助言を行なって

いる。

現段階ではきょうだい同士の交流の場は設けてい

ませんが、今後検討していきます。

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。

21 0
・職員が把握するようにし、丁寧に対応してい

る。

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対

して発信しているか。

20 1

・毎月園だよりにて園の活動・子どもの様子を発

信している。

・月１回手紙という形で発信をしている。

・月１回、園だよりを発行している。また、具体

的な内容や時間など必要なものに関しては、手紙

を配布している。

・ホームページやSNSは活用していないが、園だ

よりを発行している。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 22 0

・名前等、外部に見えないようにしている。

・必要に応じて、個別に同意を得て情報提供して

いる。

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
21 0

・視覚的に伝えたり、表情やジェスチャー、感情

表現などをくみとりながら疎通をはかっている。

・物を使って物理的に伝える。

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
19 2

・コロナ禍になって夏まつりは規模を縮小した

が、園でとれた野菜やもちつきしたおもちをご近

所に届けたり、山口地区の文化祭に参加させても

らっている。

・地域住民を招けるようにしている。

・もちつきをして地域の方に配ったりしている。

コロナ前の地域の方々が来てくださっていた夏ま

つりなどにこれから少しずつ戻っていくと思いま

す。

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

22 0

・全員がマニュアルをまとめた物をもつようにし

ている。

・各マニュアルを作成し、いつでも見れる場所に

ファイルを置いている。職員には定期的に研修を

している。

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
21 0

・色々な想定の訓練を行なっている。

・月１回避難訓練をしている。最終避難場所の山

口小学校まで、親も周知してもらための訓練も行

なっている。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
21 0

・確認し、備えている。

・必要な子どもからは座薬を預かっている。

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
20 0

・医師の指示書の提出をお願いしている。

・魚卵アレルギーの子どもには、毎月保護者にも

献立の中身をチェックしてもらっている。

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
21 0 ・月に１度、危険な所がないか見回っている。

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
19 0

・実際に保護者にも、自分の目で確認してもら

う。

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
21 0

・毎日気をつけるよう確認している。

・毎日の反省の中で次の日に必要な事項は申し送

り、月１回の職員会議でも振り返っている。

・毎朝の職員朝礼にて共有されている。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
21 0

・虐待に関する研修内容がある。

・年に１回は必ず研修を行なっている。

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。

19 0

・記載している。

・保護者の承諾を得ている。

・同意書をとっている。
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